
①
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
」に
つ
い
て
②
I
C
T

機
器
を
活
用
で
き
る
教
員
を
増

や
す
べ
き
と
考
え
る
が
③
英
語

教
育
強
化
研
修
へ
の
参
加
状
況
。

①
体
験
的
学
習
に
よ
り
自

ら
課
題
発
見
、
主
体
的
・

協
働
的
な
探
求
。
②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
研

修
会
、
情
報
教
育
推
進
協
議
会

実
施
③
還
元
研
修
へ
一
名
参
加
。

か
ら
見
え
た
課
題
の
取
り
組
み
。

①
庁
内
P
C
で
の
周
知
と

研
修
会
を
実
施
。
②
各
種

交
通
安
全
教
室
を
通
じ
て
さ
ら

な
る
交
通
ル
ー
ル
の
周
知
が
必

要
。
③
効
果
的
な
方
法
を
検
討
。
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①
こ
ま
エ
コ
ま
つ
り
の
成

果
と
特
徴
②
エ
ネ
ル
ギ
ー

地
産
地
消
と
省
エ
ネ
の
取
組
③

行
政
提
案
型
市
民
協
働
事
業
の

進
捗
④
脱
原
発
の
市
長
の
考
え
。

①
約
六
百
名
が
参
加
、
各

種
展
示
ブ
ー
ス
②
助
成
制

度
と
再
エ
ネ
発
掘
事
業
等
③
小

水
力
発
電
の
導
入
検
討
等
④
将

来
的
に
脱
原
発
を
目
指
す
。

和
泉
多
摩
川
駅
前
の
「
ぽ

か
ぽ
か
広
場
」
は
9
億
円

の
買
収
地
と
パ
ー
ク
ハ
イ
ム
マ

ン
シ
ョ
ン
か
ら
の
提
供
地
で
あ

る
。
当
時
広
場
を
作
り
た
い
と

の
議
会
答
弁
や
計
画
用
地
と
し

て
提
供
と
の
協
定
あ
り
。
現
在

そ
こ
に
施
設
建
設
の
補
助
金
申

請
中
。
広
場
が
実
現
し
な
い
と

マ
ン
シ
ョ
ン
住
民
の
将
来
の
居

住
権
利
が
失
わ
れ
る
。
そ
れ
で

も
良
い
と
の
3
月
行
政
答
弁
は

か
わ
ら
ず
か
。

市
と
し
て
責
任
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。

公
序
良
俗
に
反
せ
ず
、

市
民
不
在
市
政
の
後
始
末
を

別
れ
て
も
親
、「
離
婚
後

親
子
の
面
会
交
流
」支
援
を

介
護
財
政
が
逼
迫
す
る
中
、

市
議
会
議
員
自
ら
が
身
を

切
る
改
革
が
必
要
で
あ
り
、
平

成
29
年
3
月
ま
で
に
議
員
定
数

削
減
議
論
を
し
て
い
く
こ
と
に

賛
同
す
る
。
①
改
正
介
護
保
険

法
施
行
後
の
地
域
包
括
ケ
ア
の

将
来
像
。
②
医
療
と
介
護
の
連

携
作
業
部
会
の
成
果
。
③
来
た

る
医
療
と
介
護
の
大
改
正
後
の

介
護
行
政
見
通
し
。
④
市
内
で

の
介
護
予
防
の
取
り
組
み
は
。

⑤
市
民
へ
の
介
護
知
識
習
得
を

目
的
と
す
る
介
護
者
研
修
の
必

要
性
に
つ
い
て
市
の
見
解
を
伺

う
。 こ

れ
か
ら
の
時
代
に
備
え
た

「
攻
め
の
介
護
予
防
」

①
初
の
認
定
子
ど
も
園
の

役
割
②
児
童
館
の
多
様
な

活
用
③
切
れ
目
な
い
若
者
支
援

の
担
当
所
管
は
④
若
者
の
現
状

の
把
握
と
自
立
の
た
め
の
課
題
。

①
野
川
地
域
の
子
育
て
支

援
の
拠
点
②
有
効
に
活
用

し
た
い
③
横
断
的
対
応
が
必
要
。

前
向
き
に
検
討
④
就
労
支
援
な

ど
社
会
的
自
立
が
必
要
。

子
ど
も
・
若
者
が
自
分
ら
し

く
成
長
で
き
る
環
境
を
作
る

市
民
と
行
政
が
協
働
し
持
続

可
能
な
自
治
体
の
実
現
を

①
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
担

い
手
と
し
て
社
会
福
祉
協

議
会
が
実
施
し
て
い
る
笑
顔

サ
ー
ビ
ス
を
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス

へ
、
小
地
域
活
動
を
通
所
型

サ
ー
ビ
ス
へ
移
行
し
て
い
く
。

②
多
職
種
間
の
顔
の
見
え
る
関

係
作
り
と
課
題
等
の
意
見
交
換
。

③
医
療
と
介
護
の
量
的
な
整
理

が
な
さ
れ
た
結
果
を
踏
ま
え
対

応
し
て
い
く
。
④
公
園
に
設
置

さ
れ
た
運
動
遊
具
を
使
用
し
た

う
ん
ど
う
教
室
、
会
食
会
、
認

知
症
予
防
講
座
、
口
腔
ケ
ア
講

座
等
。
⑤
市
民
一
人
ひ
と
り
が

当
事
者
意
識
を
持
ち
介
護
問
題

に
現
実
に
向
き
合
う
こ
と
が
大

切
。

①
こ
れ
ま
で
の
当
市
に
お

け
る
幼
老
共
生（
交
流
）の

現
状
。
②
幼
老
共
生
の
今
日
的

意
義
。
③
公
共
施
設
に
幼
老
の

視
点
は
。
④
高
齢
者
に
よ
る
学

校
支
援
・
学
習
支
援
の
状
況
。

⑤
青
少
老
交
流
の
現
状
。
⑥
青

少
老
交
流（
共
生
）の
意
義
。

①
公
立
保
育
園
で
の
老
人

ホ
ー
ム
等
と
の
交
流
②
活

気
あ
る
優
し
い
社
会
に
つ
な
が

る
③
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

化
が
重
要
④
見
守
り
役
や
昔
遊

び
や
ス
ポ
ー
ツ
の
講
師
⑤
老
人

ク
ラ
ブ
等
で
の
交
流
⑥
相
互
理

解
に
大
変
意
義
が
あ
る
。

子
ど
も
・
青
年
と
高
齢
者
の

共
生（
交
流
）に
つ
い
て

子
の
利
益
を
最
優
先
に
考

え
、
離
婚
後
も
両
親
と
交

流
す
る
こ
と
が
子
供
の
発
達
に

良
い
と
の
考
え
方
ヘ
の
見
解
。

ど
ち
ら
の
親
か
ら
も
愛
さ

れ
大
切
に
さ
れ
て
い
る
と

感
じ
る
こ
と
か
ら
得
る
情
緒
の

安
定
は
、
子
供
の
発
達
に
重
要

と
認
識
。

他
に
、住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、

地
方
創
生
計
画
に
つい
て
質
問

湧
水
の
復
活
に
つ
い
て

①
狛
江
市
環
境
基
本
計
画

上
の
位
置
付
け
②
湧
水
復

活
の
現
状
③
現
状
把
握
の
た
め

の
調
査
計
画
は
④
雨
水
涵
養
の

た
め
条
例
の
必
要
性
⑤
環
境
教

育
の
必
要
性
⑥
地
域
づ
く
り
の

取
り
組
み
と
の
連
動
。

①
施
策
目
標
で
位
置
付
け

②
課
題
や
候
補
地
を
抽
出

す
る
段
階
に
至
ら
な
い
③
旧
湧

水
地
周
辺
で
の
目
視
確
認
調
査

等
④
慎
重
な
検
討
を
要
す
る
⑤

人
材
育
成
が
不
可
欠
⑥
市
民
等

と
一
体
で
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
。

三

宅

眞

①
公
共
施
設
で
の
熱
中
症

対
応
に
つ
い
て
。
②
熱
中

症
予
防
マ
ッ
プ
の
作
成
を
。
③

専
門
家
に
よ
る
熱
中
症
予
防
講

座
の
実
施
を
。

①
熱
中
症
予
防
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
案
内
し
て
い
る
。

②
周
知
の
参
考
と
し
て
検
討
す

る
。
③
ニ
ー
ズ
等
を
勘
案
し
な

が
ら
検
討
す
る
。

猛
暑
か
ら
高
齢
者
の
生
命
を

守
る
た
め
に
は

狛
江
の
学
校
教
育
の
学
力
と

質
の
向
上
に
つ
い
て

市

原

広

子

吉

野

芳

子

認
知
症
の
理
解
～
支
援
者
を

ふ
や
し
安
心
な
地
域
を
築
く

①
介
護
保
険
利
用
状
況
と

検
証
②
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ

③
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
の
周
知
と
働
き
か
け
④
あ
い

と
ぴ
あ
三
師
会
の
賃
料
徴
収
は
。

①
医
療
ケ
ア
を
必
要
と
す

る
人
が
増
②
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
③
商
店
等
へ
の
周
知
、

サ
ポ
ー
タ
ー
の
フ
ォ
ロ
ー
を
行

う
④
今
年
度
よ
り
徴
収
す
る
。

山

田

た
く
じ

他
に
、自
転
車
・
歩
行
者
共
存

の
ま
ち
づ
く
り
に
つい
て
質
問

太

田

久
美
子

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
と

マ
ナ
ー
の
向
上
を
目
指
し
て

①
職
員
に
も
新
た
な
交
通

ル
ー
ル
の
周
知
を
。
②
改

正
道
路
交
通
法
を
受
け
て
の
市

の
対
応
。
③
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

辻

村

と
も
こ

国
際
姉
妹
都
市
提
携
と
中
学

生
海
外
派
遣
事
業
に
つ
い
て

①
国
際
姉
妹
都
市
提
携
は

当
市
に
有
効
か
②
中
学
生

海
外
派
遣
事
業
は
過
去
行
っ
て

い
た
か
③
姉
妹
都
市
提
携
・
海

外
派
遣
事
業
を
是
非
要
望
す
る
。

①
意
義
は
感
じ
て
い
る
。

②
平
成
元
年
か
ら
10
年
間

実
施
し
て
い
た
。
③
財
政
支
出

な
ど
総
合
的
な
検
討
が
必
要
・

今
後
事
業
の
是
非
も
含
め
研
究
。

多
世
代
交
流
施
策
推
進
に
よ

る
当
市
の
活
性
化
に
つ
い
て

①
少
子
化
対
策
の
現
状
と

課
題
②
北
部
児
童
館
で
多

世
代
交
流
や
中
高
生
の
居
場
所

と
し
て
活
用
を
③
三
世
代
同

居
・
近
居
施
策
の
取
り
組
み
は
。

①
新
計
画
の
実
現
、
課
題

は
待
機
児
対
策
な
ど
。
②

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。
③
対

応
が
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
。

障
が
い
者
団
体
の

公
共
施
設
利
用
に
つ
い
て

①
障
が
い
者
団
体
の
認
定

要
件
、
減
免
、
配
慮
が
な

い
。
新
設
を
要
望
す
る
。
②
和

泉
多
摩
川
都
立
公
園
に
障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
建
設
を
。

①
活
動
支
援
や
社
会
参
加

の
促
進
と
い
う
観
点
か
ら
検

討
す
る
。
②
市
民
と
協
働
し
て

都
立
公
園
の
大
き
な
う
ね
り
を

つ
く
り
た
い
。
ま
だ
、
具
体
的
内

容
に
言
及
で
き
る
段
階
で
は
な
い
。

平
成
27
年
第
3
回
定
例
会
は
、
お
お
む
ね
以
下
の
日
程
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

８
月
31
日
（
月
）
本
会
議
（
初
日
）

９
月
7
日
（
月
）
本
会
議
（
一
般
質
問
）

９
月
8
日
（
火
）
本
会
議
（
一
般
質
問
）

９
月
10
日
（
木
）
本
会
議
（
一
般
質
問
）

９
月
11
日
（
金
）
本
会
議
（
一
般
質
問
）

９
月
15
日
（
火
）
総
務
文
教
常
任
委
員
会

９
月
16
日
（
水
）
社
会
常
任
委
員
会

９
月
17
日
（
木
）
建
設
環
境
常
任
委
員
会

９
月
25
日
（
金
）
決
算
特
別
委
員
会

９
月
28
日
（
月
）
決
算
特
別
委
員
会

９
月
29
日
（
火
）
決
算
特
別
委
員
会

９
月
30
日
（
水
）
決
算
特
別
委
員
会
予
備
日

10
月
6
日
（
火
）
議
会
運
営
委
員
会

10
月
7
日
（
水
）
本
会
議
（
最
終
日
）

開
会
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
９
時
の
予
定
で
す
。

ま
た
、
請
願
・
陳
情
の
締
め
切
り
は
、
第
1
回
目
が
8
月

20
日（
木
）、
第
２
回
目
が
9
月

20

17
日（
木
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

１
回
目
の
締
め
切
り
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
は
、

会
期
中
の
委
員
会
で
審
査
さ
れ
る
予
定
で
す
。

な
お
、
都
合
に
よ
り
日
程
の
変
更
も
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

傍
聴
を
ご
希
望
の
方
は
事
前
に
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

狛
江
市
役
所
・
議
会
事
務
局
（
３
階
）

内
線
２
３
４
１
・
２
３
４
２

今今今今今今今今今今
後後後後後後後後後後
のののののののののの
市市市市市市市市市市
議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会
のののののののののの
日日日日日日日日日日

今
後
の
市
議
会
の
日
程程程程程程程程程程程
（（（（（（（（（（
予予予予予予予予予予
定定定定定定定定定定
））））））））））

（
予
定
）

平
成
27
年
度
子
ど
も
議
会

が
8
月
2
日
（
日
）、
大
勢
の

傍
聴
者
が
見
守
る
中
、
狛
江

市
議
会
議
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

市
内
の
6
つ
の
小
学
校
の

6
年
生
か
ら
選
出
さ
れ
た
計

18
人
（
各
校
3
人
ず
つ
）
の

議
員
（
児
童
）
か
ら
、
計
36

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
ももももももももももももももももももももも
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催
さささささささささささささささささささささ
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ

子
ど
も
議
会
開
催
さ
れ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

問
の
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
の
活
性
化
、
防
犯
対
策
、

公
園
の
建
設
、
図
書
館
の
建

設
、
歩
き
た
ば
こ
、
街
路
灯

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
、
現
在
市

議
会
で
も
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
質
問
が
多
岐
に

わ
た
り
活
発
に
行
わ
れ
ま
し

た
。


